
ゲループホーム みなみ阿蘇  認 無残高齢者ゲループホーム外部評価結果

番号 項 目
良くできてい
る できている 努力が必要 評価困難

1 O理 念の具体ギと
サービス理念や運営方針!ま、家庭的な弾境の中で、利用者の能力や尊厳を尊重じ
たケアを行うなど、グループホームの特徴を生かしたものになつている。

O

O理 念の共有と実現
すべての職員が、本一ムの理念にもとづき、常にその実現に取り組んでいる。

O

Oグ ループ本一ムでの生活空隠づくりの工表
利用者にとつて居心地の良い共同生活fまプライベー トな空間、他の利用者 コ職員と共有する空間、自然と触れ合う空間等様々
な空間から成り立っている。空闘作りrま単に建築や家具などのハー ド的なものだけでなく、利用者の身体状況や人間関係も考

星慾み穿島露j露塞墓暑整縁a亀兵F轡盛源星亀窓げ曇覧奮琶曇あ星奨営聾望あ塔桑拳ゃ.大自然を眺望できる自然環境その
ものが入居者にとって何よりの癒じとなつている。

O気 軽に入れる雰囲気づくり
入居者や家族が入りやすい、近隣の住民も訪ねやすいなど、
局閣が違和感や威圧感を感じさせないつくりになつている。

玄闘まわりや建物の O

○家庭的な雰囲気づくり
共用の生活空間 (玄闘、廊下、居南、台所、食堂、浴豊、 トイレなど)を はじ
め、調度品や設備、物品や装飾が家庭的な雰囲気になつている。

O

Oく つろげる場所の確保
居室以外に、自由に過ごせるような居場所がある。

O

O居 室の環境づくり
居室は、入居者一人ひとりの生活にあわせ、使い慣れた家具や生活用品、装飾品
等が持ち込まれるなど、安心して過ごせる場所となっている。

O

O入 居者の身体機能の低下を補うことに配慮した環境及び生活空問づくり

O

0認 知症状に配慮した環境づくり
場所の間違いなどの混乱を防ぐための工夫がしてある。

○

10 〇落ち看いた暮らしができる検適な環境づくり
入居者が落ち着いて快適に暮らせるように、音の大きき、光の強さ、におい、冷
暖房などに配慮してある。

O

O入 居者に対するケアを行ううえで工夫されていること
「革厳の念は言葉からどということで、丁要な言葉で接し、それはゆったりと落ち着かれる要因でもある。一人ひとりその方に合つたケナをスタッフ闘で共有。
着手な方、気の合う方等利用者間の和、雰囲気を大切にしている。

個別 ・具体的な介護計画の作成
アセスメント (評価)に 基づいて、入居者一人ひとりの状況に応じた具体的な介
護計画を作成するとともに、その計画の内容について入居者や家族に説明してい
る。

O

O介 護計画への理解と実践
すべての職員が入居者一人ひとりの介護計画を理解し、その介護計画に沿つたケ
アを行つている。

O

O職 員間での情報の共有
職員闘での申し送りや情報伝達を確実に行つている。また、重要事項について、
すべての職員に伝わる仕組みがある。

O

〇入居者一人ひとりの尊重
常に入居者一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーに配慮した言葉かけ
や対応を行つている。

O

O職 員の穏やかな態度
職員の態度がゆつたりしており、入居者への言葉かけなど、やさしい雰囲気で接
している。

O

評価者 :NPOあ すなる福祉サービス評価機構



グループホーム みなみ郷蘇  認 知症高齢者ゲループホーム外部評価結果

番号 目項
良くできてい
る できている努力が必要 評価困難

O八 居者のベースの尊重
ホーム側の決まりや都合で業務を進めてとヽくのでFまなくゃ入居者が自分のペース
を保ちながら暮らせるように支えている。

O

O入 居者の意志の尊重
入居者一人ひとりが自分で決めたり希望を表したりすることを大切にしている。 O

O自 立への配慮
入居者の Fできること、できそうなこと」について、できるだけ手や田を出さず
に、見守ったリー緒に行うようにしている。             i

O

O野 体抱東のないケアの実践
すべての職員が、身体拘束についての正しい理解のもと、身体拘束をしないケア
を実践しているc

○

O入 居者と共同した食事の支度と後かたづけ
献立づくり、買い物、調理や後かたづけなどについて入居者と共同じて行う工夫
をしている。

O

O入 居者一人ひとりにあわせた調理方法 ・盛り付けの工夫
入居者一人ひとりのFE暉 ・醸下等の身体機能や、便秘 ・下痴等の健康状態にあわ
せた調理をしているかどうか。また、盛り付けの工夫等を行つている。

O

O家 庭的雰囲気の食事支援
職員が入居者と同じ食事を楽しみながら、食べこぼじ等に対する支援 口分動をさ
りiずなく行つている。

O

O一 人ひとりに応じた排港支援
おむつをできる限り使病しないで済むように、入居者一人ひとりの排泄パターン
を把握し、トイレでの排泄や自立した排泄へ向けた支援を行つている。

O

O排 泄時の不安や差恥心等への配慮
擁泄の誘導や介助、失禁などへの対応は、入居者の不安やま恥心、プライバシー

に配慮して行つている。
○

O希 望に合わせた入浴の支援
入居者が自分の希望に合わせて入浴できるように支援 している。

O

O希 望に合わせた理美容院への利用支援
入暑者の希望にあわせて、理美容院の利用を支援している。 O

Oプ ライドを大切にした整容への支援

な倉唇東空ご署よど多
六
ぐ
にしながら、容姿や着衣の乱れ、汚れ等に対してきりfず 0

O細 やかな安眠のための支援
|

夜眠れない入居者には、 1日の生渡リズムを通じた対策を取るなど、入居者一人
ひとりの睡眠のパターンを把握 し、安眠できるよう支援している。

O

O主 体的な金銭管理に向けた支援  ‐
｀
、

入居者本人が日常の金銭管理を行えるよう、
援をしている。

lif―ト

入居者一人ひとりの状況に応じた支
O

0本 一ム内での役割 t築 しみごとの観出
入居者がホーム内での役割や楽しみごとを見い出せるよう、家事や小動物の世話
など、一人ひとりに応じた出番づくりをしている。

○

O日 腔内の清潔保持
入居者の状況に応じて、日の中の汚れや臭いが生じないよう、歯磨きや入れ歯の
手入れ、うがい等への支援、出血や炎症のチェックなど、日腔の清潔を日常的に支
援 している。

O

O身 体械態の変化や異常の早期発見、対応
入層者の身体状態の変化や異常のすインを早期に発見できるように努め、その状
況を記録に残している。

○

0服 薬の支援
入居者の体調と使用する薬の目的や副作用、粛法や用量を理解しており、入居者
が医師の指示に従つて服薬できるように支援している。

〇

O緊 急時の対処体制の整備
入居者のけが、骨折、発作、のど詰まり等の緊急時に職員が応急手当を行うこと
ができるようにしており、協力医療機関や消齢、警察等とあらかじめ必要な事項を
取り決め、連携体制を整えている。

O

評価者 :NPOあ すなろ福祉サービス評価機構



グループ本一ム みなみ開蘇  認 知症高齢者グループホーム外部評価結果

番号 目項
良くできてい
る できている努力が必要 評価困難

O池 域における八居者の生活支援
入居者が、ホームの中だけで過ごきずに、買い物や散歩、集会への参加など、
極的に地域の中で楽じめるような機会をつくつている。

積
O

O入 居者家族のホーム訪題に関する配慮
入属者の家族が気軽に訪闘でき、居心地よく過ごせるよう、本一ムに来やすい雰
囲気をつくつている。

O

O入 居者家族との交流支援
入居者と家族とが交流できるようすこ、食事づくり、散歩、丼鎖、行事など、本一

ムでの活動に参加する機会をつくつている。             1
○

O事 業所としての経餓的取縄状況
法人代表者及び管理者Fま、現場の状況をよく理解して、職員と一体となって協力
してケ7サ ービスの向上に取り組んでいる。

O

40 O八 居者の状態に応じた職員の確保
GHケ アに適した資質を有する職員を採用するとともに、夜闘を含め無理のない
職員の勤務ロー予―ションを組むなど、入居者の状態や生活の流れを支援するため
の人員配置を確保している。

O

〇事故肪上の対策
けが.転 掴、肇息、意識不暖、行方不明等の緊急事態が発堂した場合には、すべ
ての職員が的確に対応できる体制を整えているとともに、再発防止対策を検討し、
す一ビスの改善を図つている。

○

0八 居看家族からの意見や要望を引き出す工夫
入居者の家族が、気がかりなことや意見、要望などを気軽に伝えたり相談したり
できるように、家族の面会時の声かけ、定期的な連絡等を積極的に行つている。 O

0地 域の人々との交流
入居者と地域の人々との交流のための取組みを行つている。

〇

0亀 域社会への買献
認知症の理解や関わり方についての相談への対応や教室の開催、研修生やボラン
ティア等の受入れなど、グループ本一ム運営上皓った知識や経験、技術などを地域
社会に提供している。

O

Oホ ーム全体の雰囲気
南爾蘇の大自然の中、のどかで解放的なホームです。静かな自然環境とその自然を取り入れたホーム内外で、入居者主体の思
い恩いの回舎暮らしを満喫され、ゆつくりと寛がれている姿が印象的です。家庭的な雰囲気の中にも入居者としての尊厳を最
大限に尊重したケアが行なわれています。 「専厳の念は言葉から」をモットーとした職員の話しかけや寄り添いにより、和や
かな落ち着いた生活となっています。

O総 括的な評価
ゲループホームにあったデイサービスを隣接地に移転し、又高齢者向け賃貸住宅を建てその一角を地域交流曇にしたいと計画
されており、地域の中で子どもから高齢者までを模索し、地域の全体像をとらえた総合的な支援をしていきたいと意欲的で
す。その実現に向け、ホーム長のボ トムアップ型のリーダーシップと職員の目標を持つたケアや勉強会 B研修等により質の向

荒壕春荒晶客葛怒京ごと醤ろ毒督幾モ盤サr茎念査法存子垢盛三ふ姜饉墓冒憲法れ褒審P看護
の勉強会もされ、今後取り組ま

O優 れている点                             ~
単独ホームとして、隣接医院の挽力や訪麗基師の協力を得、ホームオリジナルシー トにより受診対応の迅速てとを図つたり、訪
題PTの 確保や職員の見守りのもと、安心した暮らしを提供しています。ハー ド面では職員の観察や気づきにより、手すりの
増設や風呂場の改装を行ない、又入居者一人ひとりのプランを反映させた月間計画をたて、ユニットごとに毎月目標を持つた
ケアにのぞみ、 「科学的な裏付けのある介護となるようにしたい。」と独自の勉強会や外部講師を招いた研修会等、日々ハー

ド面ばかりではなくソフト面での充実!こ力を注がれています。各職良が月に1件はとヤリハットを記入するようにとし、観察 ・

気づきのケアの実践としています。
入居者本位の穏やかなゆつくりとした生活や温和な表情などから、入居者を大切にした支援の有様が感じらだるホームです。

O努 力が望まれる点
科学的な裏付けの基に生活援助方法を確立していきたいと意欲的であり、
沿つたケアが共有できるような取組みやヒヤリハットを時間帯や職員体制
ていただきたいと思います。

今後とも管理者の思いが全職員に伝わり、方針に
・場所などの分析を行い、事故のない生活へと巽tず

評価者 :NPOあ すなろ福祉サービス評価機構


